
区

別

―

[

予
科
第
一
年
一第
二
年
＿第
三
年
＿
第
四
年
＿

冨
究
科
[
小
計

一

日
本
画
科

一
本科
―
―
-

＿二
0

-
―
七

―二
四
一
六

＿九
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本
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五
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四
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画
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特
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土

④

各
科
生
徒
級
別
現
員
表

佐

藤部森

登

福

島

昭
和
十
二
年
四
月
一
日

阿

弥朝逹

彦

新

潟

小こ小小
山；
田だ林林

,1 
""P
 

功

鹿

児

島

数

石

2

個

馬

局

外
箱

日

本

学

術

協

会

9
個

服西
甫

部

⑤

依

嘱

製

作

道

彦

長

崎

大

男

東

京

通

人

福

岡

西

野

徳

島

池

田

忠

彦

石

川

青ささ篠

建
築
科
予
科

古早含大

谷 出で道 井崎合

好守

衛

島

根

雄

長

野

武

男

東

京

小村梶稲

井し‘木林

欽健

治郎進作

富

山

吉

島

根

東

京

神
奈
川

神川

清樹

雄
之
介

正

香

川

東

京

井

捉常

福

岡

大大

浦橋

正

男

栃

木

木

正

神

奈

川

太

神
奈
川

塩

忠

工
芸
科
漆
工
部
予
科

塚

芳

郎

愛

知

鬼徳

沢

美
牒
作郎

茨

城

本

立

憲

愛

媛

釜

麿彦

宮

城

遠

山

正

治

長

野

斎横

野

武

宮

城

石

永

谷

久

由

図
画
師
範
科
第
一
年

稲

大

国

多

聞

元

田

恩

地

邦

郎

J i l 

依

成
政 嘱

者

田

玄
黒
川

義
勝

英

吉

勇
一
郎

長
次
郎

一，ヽ

⇒
 
城

一

四
ー

．

一
八
八
四

六

九

二

―
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八
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一

互
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六
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一
七
七
五
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七
七

二

―
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六

五

二

酎
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二
六
一

[

-―-＿

二

三

一

―五
＿
。
―

-五
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本

科

七

―

―

―

六

七

八

三

一

鋳

金

部

一

―

―――――

ェ

特

別
学

生

―

―

卒

七

六

―
＝
三

0
-
―-三

9
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七

六

八

一

1

一六

0

三
七
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フ
ラ
ン
ス
語
お
よ
び
西
洋
文
学
授
業
講
師
と
し
て
昭
和
七
年
―――
月
に
起
用
さ

れ
た
新
規
矩
男
(
5
6
8
頁
参
照
）
は
同
九
年
十
二
月
十
五
日
に
学
術
研
究
の
た
め
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
へ
出
発
し
、
メ
ト
ロ
ボ
リ
タ
ン
美
術
博
物
館
東
洋
部
部
員
を
同

十

一
年
十
二
月
ま
で
つ

と
め
た
。
本
校
講
師
を
同
十
年
十
二
月
に
一
旦
解
嘱
さ

れ
た
が
、
同
十
二
年
四
月
に
帰
国
し
た
の

で、

改
め
て
フ
ラ
ン
ス
語
授
業
を
嘱

託
（
文
庫
課
兼
務
）
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
講
師
富
永
惣
一
は
フ
ラ
ン
ス
語
担

当
か
ら
西
洋
彫
刻
史
担
当
（
無
報
酬
）
へ
と
転
じ
た
。

⑦

藤
島
武
二
の
海
外
出
張

藤
島
武
二
は
外
務
省
文
化
事
業
部
の
依
嘱
、
給
費
を
受
け
て
昭
和
十
二
年
四

月
二
十
三
日
か
ら
約
二
十
日
間
、
満
州
国
へ
出
張
し
た
。
出
張
上
申
案
に
は

「
豫
テ
満
洲
國
二
於
ケ
ル
古
美
術
調
査
ヲ
ナ
サ
シ
メ
度
希
望
ノ
慮
今
般
同
園
文

教
部
主
催
ノ
下
二
満
洲
國
皇
帝
陛
下
ガ
大
詔
ヲ
喚
登
セ
ラ
レ
日
満
ノ
道
義
的
共

通
点
ヲ
高
調
シ
給
ヒ
シ
ヲ
記
念
ス
ル
タ
メ
訪
日
宜
詔
記
念
美
術
展
党
會
ヲ
新
京

⑥
 
新
規
矩
男
の
再
起
用

日

本

銀

行

12.
4
1
2
.
1
1
蒔

絵

手

箱

1
合

貞

弘

重

進

逓
信
省
航
空
局
総
務

課

1
2
.
6
1
2
.
8
銀

製

花

瓶

3
対

1
2
.
9
1
2
.
1
0
銀

製

花

盛

器

2
個

馬

政

局

総

務

課

校

歌

碑

建

設

会

図

案

1
基

明
治
学
院
校
歌

碑

1
2
.
1
0
1
2
.
1
1
 

代

表

植

木

万

里

製

作
石

松

沼

源

吉

金

沢

紺

治

田

英

鍛
金

石

田

英

図
案

消

水

南

山

1

、
1

ノ

角

紫

水

⑪
 

ニ
開
催
ス
ル
コ
ト
、
ナ
リ
タ
ル
趣
ニ
テ
其
ノ
審
査
ヲ
同
教
授
二
依
頼
シ
来
タ
リ

タ
ル
ニ
付
右
審
査
ヲ
兼
ネ
序
ヲ
以
テ
上
述
ノ
調
査
ヲ
ナ
サ
ッ
メ
ソ
ト
ス
」
（
「国苫

年
職
員
関
係
書
類
叱
務
」）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
満
州
国
が
招
聘

し

た

の
は
藤
島
と
安
井
曽
太
郎
、
松
林
桂
月
の

三
名
で
あ
っ
た
。

⑧

津
田
信
夫
の
海
外
出
張

津
田
信
夫
は
第
十
六
回
朝
鮮
美
術
展
覧
会
の
審
査
を
依
頼
さ
れ
た
の
を
機

に
、
昭
和
十
二
年
五
月
二
日
か
ら
約
三
十
七
日
間
、
朝
鮮
、
満
州
、
中
華
民
国

を
旅
行
し
、
美
術
お
よ
び
美
術
工
芸
品
の
調
脊
を
行
な
っ
た
。

田
辺
至
の
海
外
出
張

田
辺
至
は
第
十
六
回
朝
鮮
美
術
展
覧
会
の
審
査
を
依
頼
さ
れ
た
た
め
、
昭
和

十
二
年
五
月
四
日
か
ら
十
六
日
間
、
朝
鮮
京
城
へ
出
張
し
た
。

和
田
三
造
の
海
外
出
張

和
田
一
――
造
は
昭
和
十
二
年
。ハ
リ
で
開
催
の
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
工
芸
品
の

研
究
と
欧
米
（
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ソ
ス
、
イ
ギ
リ
ス

、
ア
メ
リ
カ
）
各
国
主
要

都
市
に
お
け
る
工
芸
界
一
般
の
趨
勢
を
視
察
す
る
こ
と
を
目
的
に
同
年
六
月
中

旬
か
ら
十
月
に
か
け
て
欧
米
へ
出
張
し
た
。

田
辺
孝
次
の
海
外
出
張

田
辺
孝
次
も
和
田
三
造
と
同
様
に

バ
リ
万
国
博
覧
会
開
催
に
際
し
て
欧
州
へ

出
張
し
た
。
出
張
上
申
案
に
は
、

⑩
 

⑨
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